
小雨が降る場面もありつつ、
立野をじっくり歩いた参加者

❶
ガ
イ
ド
の
説
明
を
熱
心
に

聞
く
参
加
者

❷
黒
川
地
区
の
皆
さ
ん
に
よ

る
昼
食
の
ふ
る
ま
い

学
生
達
へ
手
渡
し
で
復
興
弁

当
を
配
布
す
る「
す
が
る
の

里
」の
皆
さ
ん

南阿蘇そば道場がオープンしました
　平成31年4月12日に「そば加工体験施設」が道の駅あ
そ望の郷くぎの敷地内に移転オープンいたしました。移
転に伴い名称も「南阿蘇そば道場」に変更といたしました。
　総事業費、204,990千円のうち82,500千円は、国の
地方創生拠点整備交付金を活用しております。また備品
など一部は、旧そば道場から移設し再利用しております。
移設後は、あじわい館と併設しておりますので、テイク
アウトし、ウッドデッキで食することも可能となりまし
た。皆さまお誘いあわせの上、お越しください。

水加工場はくすいの
生産ラインが新しくなりました

　総事業費143,456千円（うち71,728千円国補
助）で、平成30年度地方創生拠点整備交付金を活
用し、水加工場はくすいの製造ラインおよび衛生
規格が向上いたしました。
　平成7年に整備された後、初めての大規模設備
改修工事で、設備導入に伴い、1時間当たりの製
造が1,500本から3,000本（500mlペットボトル）
へ生産性が向上し、コスト削減と販路開拓、なら
びに最重要課題でありました人材不足に伴う労働
力の負担軽減が大いに期待できます。

南
阿
蘇
鉄
道
ニ
ュ
ー
ス

南
阿
蘇
鉄
道
４
・
14
復
興
ツ
ア
ー
を
開
催
！

　
４
月
14
日
、
南
阿
蘇
鉄
道
の
沿
線
に
て
、『
南
阿
蘇
鉄
道
４
・

14
復
興
ツ
ア
ー
』が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
通
常
は
入
る
こ
と
の

で
き
な
い
日
々
変
わ
り
ゆ
く
南
鉄
復
旧
現
場
を
見
学
で
き
る
こ

の
特
別
ツ
ア
ー
に
は
、
定
員
全
て
の
申
し
込
み
が
埋
ま
る
な
ど
、

多
く
の
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
今
し
か
歩
け
な
い
貴
重
な
体
験
と
し
て
、
立
野
駅

か
ら
立
野
橋
梁
ま
で
の
運
休
区
間
を
歩
く【
レ
ー
ル
ウ
ォ
ー
ク
】

や
今
年
か
ら
復
旧
工
事
が
始
ま
る
第
一
白
川
橋
り
ょ
う
の
見
学

会
が
開
催
さ
れ
、
参
加
者
は
普
段
は
歩
く
こ
と
が
で
き
な
い

レ
ー
ル
の
上
か
ら
の
景
色
や
、
今
回
限
り
と
な
る
か
も
し
れ
な

い
橋
り
ょ
う
の
構
造
を
楽
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
、
ト
ロ
ッ
コ
列
車
へ
の
乗
車
や
南
阿
蘇
地
域
の
食

も
満
喫
さ
れ
、参
加
者
か
ら
は「
ツ
ア
ー
に
参
加
し
て
良
か
っ
た
。

今
後
も
参
加
し
た
い
」と
充
実
し
た
一
日
を
過
ご
さ
れ
た
様
子

で
し
た
。
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南
阿
蘇
村

復
興
む
ら
づ
く
り

だ
よ
り

■「
立
野
地
域
フ
ッ
ト
パ
ス
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
」開
催

　
４
月
14
日
、
地
元

有
志
で
構
成
さ
れ
る

「
立
野
わ
か
も
ん
会
」

の
主
催
で「
立
野
地

域
フ
ッ
ト
パ
ス
モ
ニ

タ
ー
ツ
ア
ー
」が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
熊
本
地

震
で
被
害
を
受
け
た

立
野
地
域
の
現
状
や
復
興
の
様
子
を
知
っ
て
ほ
し
い
と
の

思
い
で
企
画
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
で
、当
日
は
22
人
が
参
加
し
、

立
野
わ
か
も
ん
会
メ
ン
バ
ー
の
案
内
を
受
け
な
が
ら
災
害

公
営
住
宅
や
復
旧
工
事
中
の
神
社
な
ど
を
通
る
ル
ー
ト
を

歩
き
ま
し
た
。
完
成
し
た
ば
か
り
の
災
害
公
営
住
宅
馬
立

団
地
で
は
集
会
場
に
休
憩
所
が
設
け
ら
れ
、
ニ
コ
ニ
コ
饅

頭
で
作
ら
れ
た
試
作
品
の
ス
イ
ー
ツ
が
、
地
元
女
性
に
よ

り
ふ
る
ま
わ
れ
ま
し
た
。

　
フ
ッ
ト
パ
ス
後
は
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
地
元
の
野
菜
や
あ
か

牛
な
ど
が
ふ
る
ま
わ
れ
た
ほ
か
、
地
域
を
歩
く
な
か
で
撮
影

し
た
写
真
の
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

■「
２
０
１
９
南
阿
蘇
・
黒
川
ウ
ォ
ー
ク
」開
催

　
熊
本
地
震
で
被
災
し
た
東
海
大
学
阿
蘇
キ
ャ
ン
パ
ス
が

あ
り「
学
生
村
」と
呼
ば
れ
て
い
た
黒
川
地
区
。
当
時
の
被

害
の
爪
痕
や
3
年
経
っ
た
復
興
状
況
な
ど
を
広
く
知
っ
て

も
ら
お
う
と
、「
南
阿
蘇
・
黒
川
ウ
ォ
ー
ク
」が
4
月
21
日
に

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
地
域
住
民
や
東
海

大
学
の
学
生
に
よ
る
実
行
委
員
会
が
主
催
し
た
も
の
で
、

昨
年
に
続
い
て
2
回
目
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
村
内
外
か
ら
約
90
人
が
参
加
。
旧
長
陽
西
部
小

学
校
を
出
発
し
て
黒
川
地
区
の
集
落
や
阿
蘇
大
橋
崩
落
現

場
な
ど
を
巡
る
約
3
キ
ロ
の
コ
ー
ス
を
、
有
志
ガ
イ
ド
の

案
内
で
4
班
に
分
か
れ
て
歩
き
ま
し
た
。

　
歩
い
た
あ
と
の
参
加
者
は
地
元
の
皆
さ
ん
お
手
製
の
高
菜

め
し
や
の
っ
ぺ
い
汁
の
昼
食
を
と
り
、
東
海
大
学
に
よ
る
昆

虫
展
や
V
R
体
験
、
震
災
当
時
の
写
真
の
掲
示
な
ど
を
見
学

し
て
学
生
や
地
元
住
民
と
の
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

■「
す
が
る
の
里 

復
興
弁
当
試
食
会
」開
催

　
４
月
22
日
、
黒
川
区
の
女
性
た
ち
で
４
月
14
日
に
結
成

さ
れ
た「
す
が
る
の
里
」に
よ
る
、
東
海
大
学
生
を
対
象
と

し
た
復
興
弁
当
の
試
食
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
、
東
海
大
学
阿
蘇
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
実
習
で
訪
れ

た
応
用
植
物
学
科
の
学
生
約
70
人
と
、
先
生
た
ち
や
関
係

者
も
試
食
し
、
用
意
さ
れ
た
1
0
0
食
の
お
弁
当
は
完
食

と
な
り
ま
し
た
。
お
弁
当
は
メ
イ
ン
の
か
ら
揚
げ
に
地
元

の
野
菜
を
使
っ
た
煮
物
と
漬
物
、
白
ご
は
ん
と
い
っ
た
内

容
で
、
試
食
し
た
学
生
た
ち
か
ら
は「
と
て
も
美
味
し
か
っ

た
」「
お
ば
ち
ゃ
ん
た
ち
の
愛
情
を
感
じ
た
」な
ど
喜
び
の
声

が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
試
食
会
で
実
施
さ
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
踏

ま
え
、
実
習
に
訪
れ
る
東
海
大
学
生
へ
5
月
27
日
か
ら
本

格
的
に
、
週
１
回
の
ペ
ー
ス
で
手
作
り
の
復
興
弁
当
の
提

供
が
始
ま
り
ま
す
。

復
興
推
進
課
　
　
　

℡（
6
7
）1
1
1
3
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